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0.5mメッシュ 崩壊・崩落発生源抽出図
：三つの処理結果を重ねて表示する

Wavelet処理図

等高線図 傾斜量図
：地形の変化を表現

Wavelet Filter
メキシカンハット関数
：微地形の強調
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エリア 番号 現地高さ(m ) 点群データ高さ(m ) 点群データ角度(度) 抽出

2 3.0 2.800 75.83 〇

3 1.6 1.600 66.16 〇

4 1.2 1.300 61.46 〇

5 1.6 1.400 63.20 〇

6 2.0 2.000 70.53 〇

9 1.2 1.010 51.47 ×

10 1.2 0.990 53.44 ×

12 2.4 2.500 74.21 〇

14 3.0 3.000 76.74 〇

15 2.6 2.500 74.21 〇

16 1.8 1.800 68.55 〇

17 2.4 2.600 79.11 〇

1 2.2 2.000 70.53 〇

2 5.0 5.100 82.11 〇

3 2.2 2.300 72.91 〇

5 3.0 3.100 77.15 〇

6 0.6 1.050 54.99 ×

7 2.4 2.200 72.18 〇

9 1.2 1.400 63.20 〇

10 2.4 2.500 74.21 〇

13 2.0 2.000 70.53 〇

14 1.4 1.500 64.76 〇

15 1.9 1.800 68.55 〇

16 4.2 4.100 80.21 〇

1 2.0 1.900 69.59 〇

2 2.0 2.000 70.53 〇

3 4.0 3.800 69.59 〇

4 3.0 3.100 70.53 〇

5 2.0 2.100 71.39 〇

6 6.0 5.800 83.05 〇

7 2.0 2.000 70.53 〇

8 2.6 2.500 78.69 〇

9 7.0 7.300 79.04 〇

10 2.4 2.300 72.91 〇

11 2.0 2.100 71.39 〇
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落石発生源抽出率(% )

微地形強調図による落石発生源抽出率
＝ 91.4.%

＜微地形強調図にて抽出可能箇所＞

・高さ1.4m以上の落石発生源

・角度60度以上の落石発生源

机上抽出結果と現地調査との整合性検証

抽出可

谷地形

抽出不可

エリア2



調査ルートを表示

赤丸：崖 青丸：谷



崩壊前 崩壊後

崩壊後の状況

・側方崖は明瞭なものはない
・ガリー地形状の深い溝が下流側で形成
・移動体の上端には明瞭な滑落崖は認められない
・凹地が円弧状かつ断続的に分布している
・推定される地質構造は流れ盤
・平均傾斜量39.8°
・本地点の北東側，数100mにスラスト断層起因

の崩壊地がある．



AIは次の箇所に着目
・不規則な凹凸
・末端崩壊

崩壊箇所：90.2％
を自動抽出

誤判定箇所も崩壊地
と同様な地形
：要注意箇所と判定

・データ数の向上と
共に精度の改良は
可能と考えられる



データ取得技術の効率化：ドローン測量の高精度化

精度検証フィールドの概観
：青色の枠内を測量

・6万点/秒のドローン専用スキャナ搭載

・2周波GNSSを搭載．データを取得する
タイミングを1000分の1秒単位で同期

・IMU（センサの姿勢を計測）とセンサ
の一体化による高精度化

（参照：㈱AMUSE ONESELF）

精度検証結果

ドローン自己位置の高精度化に
より±50mm測量の実現を実証



ＨＯＧ特徴量を試行

小領域の明度勾配の方向別ヒストグラムを作成して特徴量とする



急崖：高角度亀裂

崖錐堆積物

オーバーハング

自動運転SLAM(Simultaneous 
Localization and Mapping)技術の転
用：レーダの情報をリアルタイム
で集めて周辺地図を作り，その地
図情報と新しい観測値を照合して
自車位置を推定する手法

2時期のレーザーデータから
変動量ベクトルを算出



変状の発生具合の定量化技術の応用
：車両走行移動計測により対策工修了後の法面変状を迅速・簡便に計測

車両移動型レーザー計測（MMS）
国道9号（岩井地区付近）にて試行



変状の発生具合の定量化技術の応用
：車両走行移動計測への適用 リアルタイム変状検出を可能に

25mmの強制変位を与えた
ターゲットをMMSにて計測



：等高線＋傾斜量＋微地形強調フィルターの選択と調査精度を確認

：解析処理を自動化するための基本技術を確立

：MMS計測による対策工の点検を可能に 福知山河川国道事務所と連携

背景：レーザー点群による斜面の3次元化


